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第25回村民体育大

会
８月７日午前９時30分蓬田村総合運動場において村民体育大会が

開催されました。

快晴という好天に恵まれ、保育園児からお年寄りまで、1,500 名

が参加、各競技に熱戦を展開しました。

総合優勝は接戦となり最終種目の部落対抗リレーで優勝した阿弥

陀口【チームカ刋低得Ｌ主しか。

発行・青森県蓬田村／編集・広報よもぎた編集委員会
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汚
さ
な
い
で
！

●
海
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

私
た

ち
は

古
く

か
ら

海
や

川

か

ら
多

く
の
恩
恵

を
受
け
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ

が

、
近

年

海
や

川
が
急

速

に
汚

れ
て

き
ま

し
た

。
私

た

ち

の

生
活

が
近
代

化

さ

れ
て
く

る
こ

と

に
よ

り
、
生
活

排
水
の

ゴ

ミ
や
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
、

ビ

ニ
ー
ル

、
缶

類

、
こ

わ
れ

た
電

気
製

品

等
が
捨

て

ら
れ

て

い
ま
す

。

私
た
ち

の

陸
奥

湾
は

ホ

タ
テ

貝

を
中

心

と
し

た
沿

岸

漁
業
の

豊
庫

で

す
。

私
た

ち
の

手
で

か
け

が
え

の

な

い

”ふ

る

さ
と
の

海

”
を

い

つ
ま

で

も
美
し

く

保

つ
た
め

、
海

や
川

に

ゴ
ミ
を

捨

て
な

い
よ

う
に

し
ま

し

ょ
う
Ｏ

●
陸
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

あ

な

た
は

ジ
ュ

ー
ス

や

ビ

ー
ル

を
飲

ん
だ

後
空

き
缶

を

ど
う

し
て

い
ま

す
か

。

一
つ
位

と

思

っ
て

ポ

イ

と
投
げ

捨
て

て

い
ま

せ
ん

か

。

と

こ
ろ

か
ま

わ
ず

投

げ
捨

て
ら

れ
た
空

き
缶

、
特

に

道
路
沿

い
の

お
び

た
だ
し

い
空

き
缶

は
、

ド
ラ

犬

バ
ー
の

ポ
イ

捨
て

が
大

き

な
原

因

で
す

。

私

た
ち

の
蓬

田
村

を
よ

り
住

み

よ

い
郷
土

に
す

る
た

め
、

ゴ
ミ
の

持

ち
帰

り

運
動

や
地

域

の
美
化

運

動

に
対

す

る
村

民
の

意
識

や

モ
ラ

ル

を
高

め
た

い
も
の

で

す
。

蓬

田

村
子

供
会

育
成

連
絡
協

議

会
で

は

、
子

供

だ
ち

と
世

話

人
の

お
父

さ
ん
、

お
毋

さ
ん

が

い

っ
し

よ
に
な

っ
て

、
村
内

一
斉

ク
リ

ー

ン
作

戦
を

展

開
し

て

い
ま

す
。

連
合
婦

人
会

、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス

ク
ー
ル

に
参

加
し

た

高

校
生

は

環

境
浄
化

を
目

指
し

、

駅
や

公
共

施
設

等
に

花

だ
ん
を

つ

く
り

ま
し

た
。

村
内

を

花

い
っ
ぱ

い
の

心

な

ご
む

村
に
し

、

村
を

訪

れ

る
人

々

を

”花
で

迎

え

、
花
で

送
る

”
そ
ん

な
村

に
し

た

い
と

い
う

願

い
が
込

め

ら

れ
て

い
ま

す
。

海
や
川
を
大
切
に



●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
き
な
力

王

松

台

・
玉

松

海
水

浴
場

が
村

内

外

の

人
で

に
ぎ

わ

い
ま

す

。

し

か
し

、

人
々

の
去

っ
た

後
に

は

ゴ
ミ
の

山

。
こ

の
投
げ

捨
て

ら

れ
た
空

き
缶
や

ゴ

ミ
の
後

始
末

を

し

て

い

る
の
は

、

村
の

清
掃

事
業

も
あ

り
ま

す

が
、
地

域
の

婦

人
会

や
子

供
会

、

青
年
会

、
母

親

ク
ラ

ブ
、
老
人

ク
ラ

ブ
、
日

赤
奉

仕
団

が

大

き

な
力

と
な

っ
て

い
ま

す
。

家

庭
の

中
や

地
域

全
体

で

ぶ

ミ
を

捨
て

な

い
、
捨
て

さ
せ

な

い
”

甞
囲

気

づ
く
り

を
育

て
て

い
き
ま



育　　 大　　 会

感謝状を受ける小鹿賢蔵さん

恒
例

と
な

っ
て

い
る
蓬

田
村

村

民
体

育
大

会

も
二
十

五
回

目
を

数
え

る
こ
と

に
な

り
ま

し

た
。
選
手
団

入

場
の
合

図

と
と

も
に

、
役

員
団

を

先
頭

に
中
沢

部

落
か

ら
高

根
部

落
ま

で
堂

々
の

入

場
行

進
を

行
な

い
ま
し

た

。

開
会
式

終
了

後

、
準

備
体

操
で

体
を

ぽ
ぐ

し

、
熱

戦
の

火

ぶ
た
を

切
り

ま
し

た
。

各
部

落
と

も
健

脚
ぞ

ろ

い
の
た

め
、

各
リ

レ

ー
種
目

、
玉

入

れ
、

つ
な
引

き

と
熱

戦
を

展

開

い
た
し

ま
し

た
。

各
種
目

と

も
接

戦
と

な
り

、
総
合

優

勝
は
、

ぜ
ひ
わ
が
チ
ー
ム
に
と

、
部

落
総
出

で
応

援
を

く
り
ひ
ろ
げ
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

又

、
村

民

体
育
大

会

に
役

立
て

て
下

さ

い

と

、昭

和

五
十
三
年
よ
り
寄

金
を

さ
れ

て

い
る

青
森

市
に
住

む
小

鹿

賢
蔵
さ
ん
に
、
蓬
田

村

体

育

協
会
会

長

よ
り

感
謝

状
が

贈
ら
れ
ま
し

た
。

！

前IE弓体 育 大 会

第

二

十

五

回

蓬

田

村

村

民

体
育
大

会

ぶ

成　　　 績　　　 表

優　勝　 杯 種　　　 目 優　　　 勝

村　　 長　　 杯 部落対抗リレー 阿弥陀川チーム

村 議 会議 長 杯 部落対抗つな引き 郷 沢 チ ー ム

農 協 組 合長 杯 婦 人 団 体 競 争 高 根 チ ー ム

漁 協 組 合長 杯 青 年 団 総 合 点 瀬 辺 地 チ ーム

商 工 会 長 杯 母親クラブリレー 阿弥陀川チーム

農業共済組合長杯 高 校 生 リ レ ー 瀬 辺 地 チ ーム

土地改良区理事長杯 職場対抗リレー 傘 松 チ ー ム

消 防 団 長 杯 消防団員リレー 長 科 チ ー ム

蟹田ライオンズ

ク　ラ　ブ　 杯
幼稚園児リレー 阿弥陀川チーム

教　 育　長　 杯 子 供 会 リ レ ー 蓬 田 チ ー ム

公 民 舘 長 杯 高 齢 者 玉 入 れ 長 科 チ ー ム

体 育 協 会 長杯 成 人 リ レ ー 長 科 チ ー ム



村民体育大会

村　民　体
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村 民 野 球 大 会

八
月
十
四
日
午
前
八
時
三
十
分

よ
り
蓬
田
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
で
開

会
式
を
行
な
い
、
そ
の
後
、
小
学

校
と
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
に
分
れ

て
一
回
戦
、
準
決
勝
戦
を
行
な
い

ま
し
た
。
好
プ
レ
ー
あ
り
、
珍
プ

レ
ー
あ
り
と
賑
や
か
な
な
か
に
も

熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
中
沢
と
長
科
の
対

戦
に
な
り
ま
し
た
が
、
勝
利
の
女

神
は
中
沢
に
微
笑
み
ま
し
た
。

Ａ：蓬田中グランド

Ｂ：蓬田小グランド

○
一
回
戦

長
科
　
４
１

１
阿
弥
陀
川

瀬
辺
地
８
１

１
広
瀬

郷
沢
　
３－

２
高
根

中
沢
　
９－

１
蓬
田

○
準
決
勝
戦

長
科
　
1
3
1
4
瀬
辺
地

中
沢
　
３－

２
郷
沢

○
決
勝
戦

中
沢
　
８－

Ｏ
長
科

6村 民 野 球 大 会



蓬
田
小
学
校
安
全
教
室

幼稚園ネブタ

子
供
の
と
び
出
し
に
よ
る
交
通

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
小
学
校
で
は
蟹
田

警
察
署
の
ご
協
力
に
よ
り
、
七
月

十
六
日
小
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
人
形
を
使
っ
て
の
と
び
だ

し
事
故
の
お
そ
ろ
し
さ
、
大
型
車

が
左
折
す
る
と
き
の
後
輪
に
よ
る

ま
き
込
み
事
故
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
と
び
出
し
事
故
の
実
験
は
、
時

速
四
十
昂
と
時
速
六
十
昌
で
走
行

中
の
ジ
ー
プ
に
、
バ
ス
の
後
ろ
か

ら
の
飛
び
出
し
を
想
定
し
て
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
時
速
四
十
諦
の
と

き
は
飛
び
出
し
た
人
形
を
発
見
し

て
か
ら
止
ま
る
ま
で
約
十
肩
、
時

速

六
十
に
い
の

と

き
は
約

十
五

肩
の

距

離

が
必
要

で

す
。

特
に
時

速

六
十
い

で

走
行

中
の

ジ
ー
プ

に
衝

突
し

た
人
形

は
首

が

取

れ
て
し

ま

い
ま
し

た

。

又
、

バ
ス

を
使

っ
て

、
交

差
点

で

大

型
車

が
左

折
す

る
と

き
、
前

輪

が

通
る
位

置
よ

り
後

輪

が
通

る

位

置

が
歩

道
に

近

い
所

を

通
る

の

で

、
後

輪
に

ま

き
込

ま

れ

な

い
よ

う

に

注
意
し

な
け

れ

ば
な

ら
な

い

と

い
う

事
を

学

び
ま
し

た

。

こ
の

後

、
児
童

会
長

の

津
島

重

樹

君

が
「
今
日
の
こ
と
を
忘

れ
ず
、

飛

び
出

し
は

決
し

て
し

ま

せ
ん
ご

と
約
束

の
こ

と

ば
を
力

強

く
読
み

上

げ

終
了

い
た
し

ま
し

た

。

幼
稚
園
の
ネ
ブ
タ
運
行

７
・
２
５

7



ボクらの収穫祭 8

ボクらの収穫祭

小学校いもほり、いも煮会

夏

休

み

が

終

わ

っ

た

八

月

一

一
卜

亙

囗

午

前

九

時

よ

り

全

校

で

じ

ゃ

が

い

も

剞

り

を

行

な

い

ま

し

た

。

ラ

』
の

じ

ゃ

が

い

も

ぽ

、

小

学

校

の

近

く

の

畑

を

借

り

、

斤

冂

四

目

に

植

元

付

け

し

た

も

の

で

す

。

午

前

九

時

に

先

生

の

注

意

を

ぐ

け

た

後

畑

に

集

合

し

、

ま

ず

畑

に

生

え

九

草

取

り

を

し

ま

し

た

。

草

取

り

の

終

か

っ

と

班

か

ら

じ

ゃ

が

い

も

を

剞

り

ま

し

た

。

い

も

が

出

て

く

る

べ

び

に

、
「

才

一
　
一
　

＠
　
一
　

一
　
一
　
　

・
　

一
　

＠
　
・
　
ｓ
　

ａ

ツ

キ

ズ

ア

ッ

タ

」
　

「

マ

ダ

デ

デ

午

夕
一

と

欹

声

を

あ

げ

て

い
ま

し

た

。い
も
コ

づ

万
ス
ト

ぱ
、

荅
班

ご

と
に

、

重
さ
、

敖
、
大

き

さ
の

片

机
に

挑

戦
ず

ら
か
決

定
し

、
吉

杏

が
行

な
わ

れ
ま
し

た

。

重

さ
は
中

沢

北
崕

、
款
は

鳥

根
、

人

ゴ

さ
は

郷
沢

北
班

が

一
位
と

な

り
ま
し

た

。

さ
っ
そ

く
収

穫
し

た

ば
か
り

の

い
も

で

い
も
煮

会
を
幵

な

い
実

り

あ

る

。
囗

を
過

ご
し

ま
し

た
。

い　も　コ　ン　テ　ス　ト

部　　　　　 落 総 収 穫:辰 数　　　 屁 特大いも∩ ①

中　　 沢

南班 330 コ

北 班 28.6kg

長　　 抖

圉班 37顛

北班 280 コ

阿弥陀川

南班 20.0kg

北 班 訌49

蓬　　 田

南班 2悃 コ

韭班 185 コ

郷　 沢

南班 243 コ

北 班 600g

瀬 辺 地

圉班 2翁 コ

北班 372g

広　　 瀬

南班 11.8kg

北 崕 19. 5kg

高　　 恨 453 コ

ボり ら の 収 穫 祭9



ボクらの収穫祭 8

ボクらの収穫祭

小学校いもほり、いも煮会

夏

休

み

が

終

わ

っ

た

八

月

一

一
卜

亙

囗

午

前

九

時

よ

り

全

校

で

じ

ゃ

が

い

も

剞

り

を

行

な

い

ま

し

た

。

ラ

』
の

じ

ゃ

が

い

も

ぽ

、

小

学

校

の

近

く

の

畑

を

借

り

、

斤

冂

四

目

に

植

元

付

け

し

た

も

の

で

す

。

午

前

九

時

に

先

生

の

注

意

を

ぐ

け

た

後

畑

に

集

合

し

、

ま

ず

畑

に

生

え

九

草

取

り

を

し

ま

し

た

。

草

取

り

の

終

か

っ

と

班

か

ら

じ

ゃ

が

い

も

を

剞

り

ま

し

た

。

い

も

が

出

て

く

る

べ

び

に

、
「

才

一
　
一
　

＠
　
一
　

一
　
一
　
　

・
　

一
　

＠
　
・
　
ｓ
　

ａ

ツ

キ

ズ

ア

ッ

タ

」
　

「

マ

ダ

デ

デ

午

夕
一

と

欹

声

を

あ

げ

て

い
ま

し

た

。い
も
コ

づ

万
ス
ト

ぱ
、

荅
班

ご

と
に

、

重
さ
、

敖
、
大

き

さ
の

片

机
に

挑

戦
ず

ら
か
決

定
し

、
吉

杏

が
行

な
わ

れ
ま
し

た

。

重

さ
は
中

沢

北
崕

、
款
は

鳥

根
、

人

ゴ

さ
は

郷
沢

北
班

が

一
位
と

な

り
ま
し

た

。

さ
っ
そ

く
収

穫
し

た

ば
か
り

の

い
も

で

い
も
煮

会
を
幵

な

い
実

り

あ

る

。
囗

を
過

ご
し

ま
し

た
。

い　も　コ　ン　テ　ス　ト

部　　　　　 落 総 収 穫:辰 数　　　 屁 特大いも∩ ①

中　　 沢

南班 330 コ

北 班 28.6kg

長　　 抖

圉班 37顛

北班 280 コ

阿弥陀川

南班 20.0kg

北 班 訌49

蓬　　 田

南班 2悃 コ

韭班 185 コ

郷　 沢

南班 243 コ

北 班 600g

瀬 辺 地

圉班 2翁 コ

北班 372g

広　　 瀬

南班 11.8kg

北 崕 19. 5kg

高　　 恨 453 コ

ボり ら の 収 穫 祭9



話題の広場

蓬田村戦没者

慰霊祭を開催

８月19日午前10時より、

玉松公民館において、昭和

58年度蓬田村戦没者慰霊祭

を開催しました。

遺族、来賓列席のもと、

読経が流れ、蓬田村長の祭

文奉呈、遺族会代表、青森

県知事他来賓の祭詞奉呈が

行なわれました。

村内有志婦人のご詠歌が

流れる中、列席者全員で焼

香し戦没者の冥福を祈りま

した。

1

0



2θ歳の

出 たびだち 

発

８月14囗、中央公民館で

昭和58年度蓬田村成人式が

行なわれました。

今年の対象者48人で26人

が出席しました。村長、来

賓のみなさんからお祝いの

ことばがあり、これに対し

新成人を代表して越田祐悦

さんが新成人の誓いを述べ

ました。この日の記念講演

は「成人に望むもの」と題

して県立青森商業高校長奈

良尹先生が行ないました。

・

中

沢
坂
本

束
（
清

二

・
名

古

屋

孝
文
（
竹

五

郎

）
　・
ｙ
上
蔟

美
佐

子

（
俊

久

）
　・

山
口

武

幸

（
竹

松

）

・

長

科

藤
本

健
（
俊

治

）
・
長

内

ひ

と
み
（
み

ち

ゑ

）
　・
藤
本

み

ど
り

（
幸

雄

）
　・

張
問

ゆ

か

り

（

幸
雄

）
　・
張

間

理
花

子

（
鉄

男

）

・

阿

弥

陀

川

横

山
元

春

（
愽

）
・
青
木

光

子
（
英

治

）
・
貪

谷

爪
伊

子

（
サ

ヨ

）
・
吉
田

望

務

（
初

男

）
　・
豊

岡

ひ

と
み

（
敏

雄

）
　・
松

本

さ

き
子

（
早

苗

）
　・
八

戸

幸

千

（
正

栄

）
　・
森

文

子

（

繁
春

）

・

蓬

田

細
谷

慶
子

（
鉄
一
二
郎

）
　・

細
谷

浪

千

（
清

治

）
　・

細
谷

美

栄

子

（
貢

）
‘

細
谷

玲

子

（
平

）
　・
田

中

恵

（

基

）・

宮

田

徹

（
千

春

）
　・
Ｔ
一
藤

寿
尚
（

弘

）・

武
井

光

明

（
胤

夫

）
　・
中

村
聡

子
（
良

二

）

・

郷

沢

坂

本

浩
之

（
惣
之

進

）
　・
中

川
久

美

子

（
亮

一
郎

）
　・
福
田

康

則

（
富

雄

）
　・
大

宮

貴
子

（
國

雄

）
　・
高

田

亮

（
敬

二
　

・
高

田

洋

一
（
喜

久

男

）

・

瀬
辺

地

田
中

聡

志

（
博

）
　
・
成
田

満

（
運

市

）
　・

越
田

祐

悦

（
悦

夫

）
　・
久

慈

る

み

子

（
チ

カ

）
・

葛
西

あ

け

み
（
永

吉

）
　・
工

藤

さ
と

み

（

總
毅

）
　・
木

村

淳
（
智

美

）
久

慈

直
樹
（

陸
奥

夫

）

・

広

瀬

佐
井

忍

（

清
昭

）
・
山

口

知
日
昭
（
陸

奥

男

）
　
・
柿

崎

直

子
（

治
五

兵
衛

士

木

浪
二
西

五
（
久

男

）
・
久

慈

要
（
彰

）

佐
井

悟

（

一
郎

）

・

高

根

小

野

寺
文

子

（
正

視

）
　・
稲

葉
容

子

（
幸

治
郎

）

４

1

1

ノコツタ
…長不斗すもう大会…

８月14日、長科部落では恒例

のすもう大会を開催しまし

た。稲荷神社境内で行なわれ

た大会は今年で４回を数え、

出場チームは、青年会、振興

組合、消防団、花の高校生の

４チーム。３人１組でリーグ

戦、個人戦はトーナメントで

４人が勝ち残り、４人でリー

グ戦を行ないました。団体の

部は消防団、個人の部は坂本

浩が優勝しました。

話題の広場

新
成
人
を
紹
介
し
ま
す



蓬田保育所運動会

玉

ね

ぎ

初

収

穫

蓬

田
村

農
業

青
年

経

営
者

協
議

会
（
会

長

武
井

誠

純
他
二

十
四

名

）

は
、

休
耕

田
を

有
効

利

用
し
よ

う

と

タ
マ
ネ

ギ
の

越
冬

栽

培
を
試

み

ま
し

た
。

収

穫
期
を
迎

え

た

八
月

十
日

、
会

員
の

手
に

よ

り
初

収
穫

さ
れ

ま
し

た
。

試
作

面

積
は

Ｉ
ア

ー

ル
で
、

昨

年

の

八
月

播
種

、
十

月
に

定

植
し

こ
の
た

び

の
収

穫
と
な
り
ま
し
た

。

品

種
は
「
松
島

交
配

ラ

ッ
キ

ー
」

で

、
成

果
は
百

六

十

八
銛

で
し
た

。

土
質

の
Ｐ

Ｈ

が

高

い
こ
と
や

、

う

ね
幅

の

狭

い
場
所

で
小

玉

が
多

か

っ
た

点
を

反

省
し

、

次
年
は

、

①
一
般

の
畑

と

比
較

す

る
②

植
え

方

を

変
え

た
場
所

を

設
け

る
③

原

価

計
算

で

採
算

性
を

検
討

す
る
Ｉ

こ

と

に
し

て

い
る
。

蓬
田
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
婦
人
部
結
成

蓬
田
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

会

員
の

六
割

強
を

占

め

る
婦
人

会
員

に
、
よ
り
積
極
的
に
活
動
し
て
も
ら

お
う
と
、
ｆ
』の
た
び
婦
人
部
を
組

織

し
、
八
月
四
日
玉
松
公

民
館
に
お

い

て
結
成
大
会
を
開
き
ま
し

た
。

婦
人
部
の

活
動
と
し

て

匸

会
員
相
互

の
親
睦
に
関
す
る
こ
と
。

余
暇
を
十
分
に
活
用
し

、
生
き
が
い

を
つ
く
り
出
し
て

い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、

・

民
謡
や
歌
謡
の
練
習

一

お
ど
り
の
練
習

一

料
理
な
ど
実
技
の
講
習

・

研
修
旅
行

な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

民
謡
や
歌
謡
は
、
腹
か
ら
声
を
出

し
ま
す
し
、
お
ど
り
は
、
姿
勢
を
正

し
、
体
を
動
か
す
の
で
、

若
返
り
の

方
法

と
も
な
り
ま
す
。

実
技
の
講
習
に
つ
い
て
は
、
皆
様

の
な
か
に
非
常
に
菓
チ

づ
く
り
の
上

手
な

人
が

い
ま
す
。

研
修
旅
行
に
つ
い
て
は
説
明
の
必

要

が
な

い
と
思
い
ま
す
。

二
、
ね
た
き
り

、ひ

と
り
ぐ
ら
し

老
人

の
友
愛
訪
問
に
関
す
る
こ
と

狐
独
の
問
題
も
高
齢
者
問
題
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

・

ね
た
き
り
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し

老
人

の
話
し
相
手

・

施
設
の
老
人
の
慰
問

な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
老
人
ク

ラ

ブ
の
出
来
事
と
か
、
最
新
の
情
報

と
い
っ
た
こ
と
を
話
し
て
あ
げ
る
こ

と

に
よ

り

狐

独

感
が

少
し

は

緩
和

さ

れ
ま

す

し

、
高

齢
者

と

地

域
社

会

と

の

結
び
付

き
を

強

め

る

こ
と

に

な

り

ま
す

。

三

、
社

会

奉

仕

活

動
に

関
す

る

こ
と

●
雑

巾

づ

く
り

・

一
円
玉

募
金

運
動

・

遊

び

場

な

ど
の

清

掃

こ

れ

ら

も
ま

た

地

域
社

会

と

の

結

び

つ

き

を

強
め

る

こ

と

に
な

り

ま

す

。

四

、
健
康

の

増

進

運

勤
に
関
す
る
こ
と

厚

生

省

の
「
国

民

健

康

調

査

」
に

よ

り

ま

す

と
、

四

五

歳

ご
ろ

か

ら

高

齢

に

な

る

に

つ
れ

て

有

病
率

が

高

く

な

り

ま

す

。

そ

し
て

、

病

気

の

特
徴

と

し

て

、

高

血
圧

、

神

経

痛

、

心

臓
病

、

脳

卒

中

、

眼

の
病

気

、

糖
尿

病

な

ど

と

い

っ
た

慢

性
の

病

気

が
非

常

に

多

い

と

い
う

こ
と

で

あ

り

ま
す

。

そ
こ
で
、
体
力

づ
く

り
の
面

か
ら
は

、

・

ピ

ク
ニ

ッ
ク
一

歩

け
歩

け

運
動

・

ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル

な

ど

が
考

え

ら

れ

ま
す

し

、
健

康

管

理
の
面

か

ら

は
、

・

健
康

診

査

、

成

人
病

検

診

へ
の

参

加

一

定
期

的
な

血
圧

測

定

な

ど
が
考
え
ら
れ

る
と
思

い
ま
す
。

婦
人

部

の

役

員

部
長
　
　

坂
本

清
江

（
中

沢

）

副

部
長
　

赤
平

ヤ
チ

ヨ

（

阿

弥
陀

川

）

久

慈

允
子

（
瀬
辺

地

）

役
員
　
　

小

鹿

ウ
ノ

コ

（

長

科

）

小

松

よ
ね

（
蓬
田

）

渡

部
（

キ

ヱ

（

郷

沢

）

浜

名

シ
ワ

（
広

瀬

）

稲

葉
ち

な

（
高

根

）

1

2

蓬
田
保
育
所
運
動
会
８
・
２
８



郷土の歴史

歴史

元

亀
二

年

二

五

七

二

、
大

浦

右
京
亮

為

信
は

五
月

五
日

、
突

如
兵

を

あ
げ

、
大

仏

ヶ
鼻

城
を
急

襲

し
た

。

そ
の

後

、
次

々
と
津

軽

の
豪

族

や

南
部

氏
の

諸

城
を

攻
め

、
配
下

に
置

い
て

い
く

の
で
あ

る

。

天

正

六
年

春
三

月

、
北

畠
顯

範

は
病
死

し

た

。
顯

範

が｛

｝
く
な

る

と
為

信
は
兵

二

千
三
百

余

騎
で

、

計
略
を

用

い
て

、

一
兵

も
損

せ
ず

に
浪

岡
城

を

落
城

さ

せ
た
の
で

あ

る

。
天

正

十
三

年

、
三
月

二
十

六

日

に
は
油

川

の
奥

瀬
善

九
郎

が
戦

わ
ず

し
て

田

名
部
へ

逃
げ

、
蓬

田

城

主

蓬

田

越

前

則

政

も

油

川

落

城

を
聞

く
と

田
名

部
へ

落
ち

延
び

る

の
で

あ

る
。
外

ヶ

浜
を

手
に
入

れ

た
為

信
は

、

こ
れ

ま
で

城
、
又

は
館

が
あ

っ
た
所

に

約
百
石

位
の

人
を

城
番

と
し

て
置

い
た

。
油
川

に
は
安

倍
牛

之
助

を

置
き

、
横
内

に
は
福

士

弥
三

郎
を

置

い
た
。

ヴ」

の
外

、
城
番

よ

数
名

で
あ

っ
た

ら

し

い
。

天

正

十

八
年
三

月

、
大

浦
右

京

亮
為

信
は

小
田

原
北

条
氏

直

征
伐

に
出

陳
し

た
豊
臣

秀

吉

に
沼

津
で

合

い
、
津

軽
三

郡

領
有

の
承

認
を

得
た

の
で

あ

る
。

南

部
氏

一

族
と

家
人

の
城

館

石
川

大

仏
ヶ

鼻
城
　

大

光
寺

村

城
　

浅
瀬
石

村
館
　

川
原

田

村
館
　

田
舎

館

村
館
　

猿

賀

村
館
　

高

畠
村

館
　

和
徳

村
館
　

下

和

徳
村

館
　

小

湊

俎
上
　

横
内

村
館

（
南

部

十

二

人
屋

形
（

館

）
城
衆

）

鼻
和

村
館
　

町
田

村

館
　

蒔
苗

村

館
　

中

畑
村

館
　

折
笠

村

館

高
杉
村

館
　

独

狐
村

館
　

志

戸

沢
村

館
　

桜

庭
村

館
　

国

吉
村

館
　

大

秋

村
館
　

村

市

村
館

大

浦
氏

一
門

と
配
下

の

城
館

大

浦

村
城
　

藤
崎
村

城
　

堀

越
村

館
　

兼
平

村
館
　

西

一

町
田

村
館
　

小

沢

村
館
　

金

山

村
館

北

畠

氏
一

族
と

家
人

の

城
館

浪

岡
村

城
　

浪
岡

村
城

内
源

常

館
　

滝
井

村
館
　

本
宮
村

館
　

強
清
水

村
館
　

饗

沢
村

館
　

杉
銀

村
館
　

大

釈
迦

村

館
　

宮

館

村
館
　

原

子
村

館

飯
積

村

ノ
山

城
　

今
別

村
館

地
侍
た

ち

の
館

石
名

坂

村
館
　

毛
内

館
　

誨

村
館
　

中

野
不

動

館
　

築
館

村

館
　

里一
石

村
館
　

八
反
田

村
館
　

垂

柳
村
館
　

和

泉

村

館
　

新
屋

村
館
　

広
船

村
館

沖
館

村
館
　

乳

井

村
館

石

川

村
館
　

三

目

内

村
館

唐

牛
村

館
　

浪

岡
領

吉
内

館

葛

原
村
館
　

上

新

岡
村

館

下

新
岡

村
館
　

藤
代

村
館

船

水
村

館
　

篠

森
村
館

下

ノ

切

神
山
村

館
　

七

ッ
館

村
館
　

金

木
村

館
　

種

里
村

山
上

館
　

浮
田

村
館
　

深

浦

村
館
　

長
平

村

館
　

笹

内
館

油
川

村
館
　

新

城
村

館

蓬
田

村
館
　

二

本

柳
村

館

南

部
家
人

の
う

ち
、（

南
部

十
二

人

屋
形

城
衆

）
と
あ

る
の
は

、
文

明

年

中

き

水
正

年
中

（

一
四

七
〇

～

一
五
二

〇

）
に

、
津
軽

支
配

役

と

し

て

派
遣

さ
れ
た

武

将
の

子
孫

で

あ

る

。
国

吉
の

関
氏

が
城
代

大

将

分
と

さ
れ

て

い
る
が

、
為

信
時

代

に
は

、
ほ

と
ん

ど
地

侍
化
し

て

、

大

浦

氏
と

よ
し
み
を
通

じ
て

い
た
。

戦国群雄勢力図　津軽・南部・秋田

原図作成・荒井清明

郷土の
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私
か
青
年
団
に
入
り
、
早
い
も

の
で
、
も
う
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

け
じ
め
の
こ
ろ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が

目
的
で
入

っ
た
の
で
、
あ
ま
り
青

年
団

活
動
の
ほ

う
に
は
興

味
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

１
年
中

ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
や
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
の

内
に
だ
ん
だ
ん
青
年
団
活
動
の
は

う
に
も
目
を
む
け
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
少
し
青
年

団
と
い
う
も
の
が
わ
か
り
か
け
て

き
ま
し
た
が
、
先
ぱ
い
達
の
や
り

方

が

い
や
で

一
時

や

め
よ

う
と

思

い
ま
し

た
が

、
そ

の
こ

ろ
は

も
う

青
年

団

の
か
も

し

ろ
み

も
少
し

わ

か
り

か

け
て

い
た
し

、

ス

ポ
ー
ツ

も

つ
づ

け
た
か

っ
た

し

、
何

か
は

な
れ

が
た

い
も

の

が
あ

っ
た

の
で

そ
の

場
は

思
い
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ

が

き

っ
か

け
で

こ
ん

ど
は

逆

に

も

っ

と

強

く

興

味

を

も

つ
よ

う

に

な

り

、

単

位

団

だ

け

で

な

く
、
協

議
会

や
郡

団

、
県
団

の

は
う

に
も

目
を

向
け

る
よ

う

に
な
り

ま

し

た

。
そ

の
せ

い
か

今

度
は
役

を

あ
た

え
ら

れ

る
よ
う

に
な

り

、
自

分
で

も

乂
、
や

っ
て

み
よ

う

と

い

う
気

に

な

っ
て

い
ま
し

た

。
そ

し

て
今

、
私

は

青
年
大

会
と

い
う

大

き
な

行
事

の
実

行

委
貝

に

な

っ
て

い
ま

す

。
青
年

団
活

動
は

、
時

に

は
楽
し

く

も
あ

り
、
又

、
苦
し

く

も

あ
り

ま
す

が
、

ま
あ

な
ん

と
か

や

っ
て

い
ま

す

。
し
か
し

今

、
や

る

気
の

あ

る
青
年
団

員

の
減

少
又

、

会

社

づ
と

め
の

青
年

団
員

の
増

加

に
よ

り
思

う
よ

う
に

活
動
出

来

な

い

状

態

で

す

。

私

も

こ

の

先

自

分

白

身

ど

う

な

る

の

か

わ

か

り

ま

せ

ん

が

、

出

来

る
だ

け

活

動

を

ス
づ
け

て
行

き
た

い
と

思

っ
て

い
ま
す

。

△
日
本
海
中
部
地
震
の
稲
田
の
面

黒
ぐ
ろ
と
波
涌
き
立
つ
騷
ぐ

△
激
震
の
ゆ
さ
ぶ
る
峡
の
水
田
は

土
に
な
づ
み
し
苗
浮
く
あ
は
れ

△
激
震
に
隆
起
す
る
が
に
揺
ら
ぎ
立
つ

畦
に
槌
り
て
鎮
リ
を
待
つ

△
震
災
の
修
復
な
り
し
玉
松
の

墓
標
は
哀
れ
そ
の
傷
光
る

△
老
ど
ち
の
心
を
こ
め
め
て
草
刈
り
し

玉
松
台
の
墓
地
の
明
る
し

△
墓
地
め
ぐ
る
為
事
終
へ
る
老
吾
ら

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
ひ
と
と
き
励
む

（
以
上
六
首
　

吉
崎
慶
次
郎
作
）

話題室

折
々
の
歌

ヤングメッセージ　№31

坂本　浩行　　　　中沢

談話室
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暮
ら
し
の
中
で
行
政
に

対
す
る
■
■
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

行
政

管
理

庁
で

は

、
行

政
相

談

制
度

に
つ

い
て

広
く

皆

様
方
の

ご

理
解

と
認

識
を
深

め

て

い
た
だ

く

た
め

、
全
国

一
斉

に

来
た

る
十

月

十
六
日

剛

か
ら
二

十
二

日

出
ま

で

を
「
行

政
相

談
週

間
」
と
定

め
、

こ

の
間

い
ろ

い
ろ

の
行

事
を

実
施

い

た
し

ま
す

。

皆

様
方

が
常
日

ご

ろ

い
だ

い
て

お
ら
れ
る
役
所
の

仕
事
に
関

し
て

、

○
お
困

り
に
な

っ
て

い
る
こ

と

○
納
得

の

い
か

な

い
こ

と

○
希
望
し

た

い
こ

と

な

ど
に

つ

い
て
「
無

料
」
で
「
迅

速
」
に
、
し

か
も
「
秘
密

」
を
守

り

、

親
身

に
相

談
に
応

じ

ま
す

。

卜」
の
週

間
中

も
当

地
域

担
当

の

行
政

相
談

委
員

の
方

が
相

談
に

応

じ
ま
す

の
で

お
気

軽

に
お

申
出
下

さ

い
。

行
政

相

談
委

員

○
住

所
　

蓬
田

村

大
字

蓬
田

字

汐

越
七

一
番

地
の

七

〇
氏

名
　

室
谷
　

清

○
電
話
　

二

二

○

な

お
、

行
政

相
談
委
員
の
方
は
、

次
の

場
所

で
行
政

相

談
所
を

開
き

ま
す

の
で

、

お
気
軽

に

お
出
か

け

下

さ

い
。

相

談
所

の
日
時

、

場
所

○
日
時
　

十
月
二

十
日

附

午
前

九
時

～

午
後
四

時

○
場
所
　

蓬

田

村
中
央

公

民
館

行

政

相
談

と
は

…
…

…
年

金
、

登

記
、

社
会

保
険

、
労

働

保
険
、

生

活
保

護
、

道

路
、
公
害

、
教
育

、

国

鉄
、

電
電

、
公

庫
、
公

団

等
の

業

務
に

つ

い
て
の

相
談
で

す

。

こ

の

た

び

村

を

象

徴

す

る

に

ふ

さ

わ

し

く

、

村

民

に

親

し

ま

れ

る

「

村

の

花

」
　
「
村

の

鳥

」
　
「

村

の

木

」

を

制

定

す

る

た

め

、

左

記

要

綱

に

よ

り

広

く

一

般

募

集

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

の

で

、

村

民

各

位

の

多

数

の

応

募

を

お

待

ち

申

し

上

げ

ま

す

。記

匸

応

募

方

法

イ
　

官

製
（

ガ

キ

又

は

封

書

に

よ

り

花

、

鳥

、

木

の

名

称

及

び

説

明

を

そ

れ

ぞ

れ

書

き

、

住

所

、

氏

名

、

年

令

を

明

記

し

投

函

す

る

。

口
　

花

、

鳥

、

本

の

三

点

で

Ｉ

組

と

す

る

。

（
　

蓬

旧

村

地

域

環

境

に

し

た

し

ま

れ

る

も

の

で

あ

る

こ

二

、

あ

て

さ

き

郵

便

番

号
　

○

三

〇
－

匸

一

束

津

軽

郡

蓬

田

村

大

字

蓬

田

字

汐
越
一
の
三

蓬
田
村
役
場
　
総
務
課

三
、
締
切
年
月
日

昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
日

（
当
日
消
印
有
効

）

四

、
決
定
の
方
法

イ
　
学
識
経
験
者
を
含
む
制
定

審
査
委
員
会
で
審
査
し
決

定
す
る
。

口
　
審
査
決
定
し
た
名
称
に
応

募
し
左
方
が
多
数
の
場
合

は
抽
選
で
一
名
を
決
定
し

賞
金
一
〇
、
〇
〇
〇
円
と

賞
状
を
差
し
上
げ
ま
す
。

○
　
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

蓬
田
村
役
場
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
下

さ
い
。

電
話
　
二
一
一
一
番
へ

村

営

住

宅

入

居

者

募

集

中

詳
細
は
土
木
建
設
課
へ

ふ
り
む
け
ば
背
に
吹
く
風
の
透
き
て

い
て

音
も
な
く

い
る
秋
に
お
ど
ろ
く

真
青
な
る
空
の
深
さ
に
揺
れ
て

い
て

心
い
ざ
な
ふ
丘
の
穂
す
す
き

さ
し
入
り
て
畳
を
移
ろ
午
後
の
日
を

卓
に
見
て
を
り
す
で

に
秋
の

い
ろ

訂
正

誤正

思
は
ざ
る
伏
兵
に
あ

い
し
と
我
が
論
理

崩
る
る
と
き
あ
り
子
と
対
い
居
て

ご

思
は
ざ
る
伏
兵
に
あ

い
レ
ハ

我
が
論
理

崩
る
る
と
き
あ
り
子
と
対
い
居
て

話題室

折
々
の
歌
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蓬

田

村

の

シ

ン

ボ

ル

「
花
」
「
鳥
」
「
木
」
の
名
称

募

集

の

お

知

ら

せ
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戸籍の

窓　口
( 蓬田村の人口:4,4ﾜ1 人)

５月 ・６月受付分

上藤　 宰熨　 （光炬・Ｚ男丿

工藤真佐子　 （↑専　・長女）

倉谷　 光景　 （弘孝・２男）

三上　 裕子　 （昭雄・長女）

木村　 一徹　 （誠逸・２男）

三上　 陽子　 （春逸・３女）

木戸　　 忍　 （芳勝・長女）

乳井加寿美　 （幸夫・２女）

坂本　 勇士　 （勇一一・３男）

小鹿恵理子　 （1ﾐ明 ・長女）

工藤　 理沙　 （順勝・長女）

張間　 昭夫　 （市郎・３男）

工藤　 俊介　 （徳元・長男）２月受付分

小鹿　 友資　 （↑専文・長男）　 々

（小倉　利冶　（蟹［1］|ID

八戸　君枝　（阿弥陀川）

（木戸　明彦　（瀬辺地）

福井　厚子　（平館村）

（尼野　　通　（山口県）

青木美穂子　（阿弥陀川）

（我満真志次　（青森市）

越田　礼子　（瀬辺地）

（高田　健悦　（郷沢）

工藤　千春　（五所川原市）

（八戸　正春　（阿弥陀川）

濱田　季子　（平館村）

（工藤　昭治　（青森市）

藤本　町子　（長科）

（村元　敏雄　（青森市）

山舘　縫子　（瀬辺地）

（石山辰志郎　（広瀬）

村上　洋美　（長科）

（藤本　　眞　 （長科）

坂本　清子　（青森市）

（鈴木　壽昭　（蟹田町）

飯田　道子　（瀬辺地）

川内　章三　（阿弥陀川）

畑中　恵美　（京都市）

（小杉　利雄　（東京都）

佐々木れい子（蓬田）

（細谷　正宏　（蓬田）

飯塚　玲子　（秋田県）

（荒内亮治郎　（平内町）

山舘ミユキ　（瀬辺地）

（坂本　　浩　（長科）

熊谷　貴美　（青森市）

村

山

石

村

ぐ

ぐ

兀

゛

１

（
以

上

五

作
　

吉

崎

勝

三

郎

作

）

鮭
の
稚
魚
大
海
目
指
し
旅
に
出
る

穂
早
期
迎
え
て
稲
は
低
成
長

ア
ル
バ
ム
を
め
く
っ
て
昔
し
懐
か
し
み

四
度
目
の
凶
作
回
避
懸
命
に

梅
雨
明
け
の
照
る
日
チ
ヤ
ン

ス

と
夜

具

を
干

す

先号の村民文芸欄に誤字がありましたので訂正します。

誤

正

鐘供 ⑩ 善男苦女押し寄せる

謝 共⑨ 菩男善

よ

う
や

く
暑

い
囗

が
続

い
た

八

月
、
各
地

で
夏

の
行

事

が
続

き
ま

し

た

。
村

民
体
育

大
会

、
村

民

野

球
大
会

、
子

供
会

ネ

ブ

タ
運
行

、

そ
の

他
、

一
時

姿
を

消
し

て

い
た

す
も

う
大

会
等

。

こ

れ
ら

が

終
る
と

も
う

秋
の

気

配

が
た
だ

よ

っ
て
く
る
訳
で
す
が
、

今
年

は

厳
し

い
残

暑
が

続
き

、
生

育

の
遅

れ
て

い
た

稲
も
か

な

り
回

復

、
農

作
業
を

す

る
人
た

ち

に
も

笑

顔
が

も
ど

っ
て

き
ま
し

た

。

三
年

続
き
の

冷
害
、

今
年

’」
そ

実

り
の

秋
を

。

木戸　　 力　 （瀬辺地・16 歳 ）

越田　 かし　 （瀬辺地・88 歳）

久慈フミエ　 （高根・66歳 ）

芳賀　 長七　 （蓬田・65歳 ）

張間仁三郎　 （長科・85歳 ）

田中　 ナヲ　 （広瀬・71歳 ）

戸籍の窓口

川
柳

村

民
文

芸

欄

あ
と
が
き

（或頭　正人　（鳥取県）宍

戸 正子 （阿弥陀川

（柿崎　裕二　（広瀬）

佐野　福美　（山梨県）

（小野　　仁　（弘前市）

中川田鶴子　　（郷沢）

（山本　光秀　（蓬田）

井上　睦子　（青森市）

（山田　英二　（青森市）

佐井　俊子　（広瀬）

○お悔やみ申し上げます

○ご結婚おめでとうございます

○お誕生日おめでとうございます
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